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イノベーション エコシステム の 成功要因
Success Factors of Innovation Ecosystem

～ シリコンバレー・首都圏・九州をつないで ～
- Bridging Silicon Valley, the Tokyo metropolitan area, and Kyushu -

12:45 開場
13:00 イントロダクション

立命館アジア太平洋大学 国際経営学部
藤田正典 教授

13:10 基調講演
Stanford Online High School,
星友啓 校長

13:40 話題提供（セッション１：シリコンバレー）
World Matcha Inc., Co-founder & CEO,
塚田英次郎 氏
Google Inc. Product Manager,
田村芳明 氏

14:20 休憩
14:30 話題提供（セッション２：首都圏）

慶應義塾大学 総合政策学部 保田隆明 教授
三菱商事 デジタル事業部 吉成雄一郎 部長

15:10 話題提供（セッション３：九州）
九州大学 QREC センター長 高田仁 教授
インターユニバーシティ・ベンチャーズ 山口泰久
代表取締役社長

15:50 休憩
16:00 パネルディスカッション

「スタートアップエコシステムの課題と成功要因
～シリコンバレー・首都圏・九州を比較して～」

16:50 クロージング
17:00 閉会

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
17:00～18:00 情報交換会

（＠APU グリーンコモンズステージ（J棟））

九州においては、台湾TSMCの熊本進出などを契機として半導体産業が活況を呈しているが、九州のイノベー
ションエコシステム（スタートアップエコシステム）は、シリコンバレーなどの海外のエコシステムや日本の首都圏のエ
コシステムなどと比較すると、依然として規模が小さい。
本ワークショップ（シンポジウム）では、シリコンバレー、首都圏、九州のスタートアップエコシステムの課題と成功要

因について、政治制度や社会文化なども含むさまざまな観点から、有識者より話題提供をして頂き論じる。また、こ
れらの地域を、APUなどの大学が広く海外に保有するネットワークによりつないて融合することで、九州をはじめ
とする地域産業のグローバル実装を実現し、地球規模での価値創造を目指す。

In Kyushu, the semiconductor industry is booming, triggered by the expansion of 
Taiwan's TSMC into Kumamoto. However, Kyushu's innovation ecosystem (startup 
ecosystem) is still small in scale compared to overseas ecosystems such as Silicon Valley 
and the Tokyo metropolitan area of Japan.

In this workshop (symposium), experts will provide topics and discuss the challenges 
and success factors of startup ecosystems in Silicon Valley, the Tokyo metropolitan area, 
and Kyushu from various perspectives, including political systems and social culture. In 
addition, by bridging and combining these regions through the overseas networks of 
universities such as APU, we aim to achieve the global implementation of regional 
industries such as Kyushu and create value on a global scale.

【申込み / Application 】
https://forms.office.com/r/NJN6H8RSnW

【申込み締切/ Application Deadline】
2025年7月28日(月) / July 28th (Mon), 2025

【事務窓口 / Contact】
学部・研究科オフィス APM/GSMチーム
College Office APM/GSM Team

【主催 / Organizer 】
APM  教授 藤田正典 / APM Prof. Masanori FUJITA

https://forms.office.com/r/NJN6H8RSnW
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星 友啓 | Tomohiro HOSHI スタンフォード・オンライン・ハイスクール 校長
1977年、東京生まれ。2008年、スタンフォード大学哲学博士修了後、同大学哲学部講師として
論理学で教鞭をとりながら、「スタンフォード・オンライン・ハイスクール」スタートアッププロジェク
トに参加。 16年より校長に就任。 現職の傍ら、哲学、論理学、リーダーシップの講義活動や、米国、
アジアにむけて、教育及び教育関連テクノロジーのコンサルティングにも取り組む。

塚田 英次郎 | Eijiro TSUKADA World Matcha Inc., Co-founder, CEO
東京大学卒業後、サントリー入社。新商品開発を担当し、「DAKARA」や「Gokuri」などのヒット
商品を生みだす。その後、米国スタンフォード大学経営大学院（MBA）留学。修了後は日米で茶飲
料事業に12年間携わり、「サントリー烏龍茶」などを担当。「サントリー緑茶 伊右衛門 特茶（特定
保健用食品）」を開発。アメリカでは「Stonemill Matcha」を立ち上げ、抹茶カフェ事業を開始。
2019年、サントリーを退職。アメリカにてWorld Matcha Inc.を創業。

田村 芳明 | Yoshiaki TAMURA Google Inc. Product Manager
NTT研究所にて仮想化技術とOSの研究開発に従事した後、シニアソフトウェアエンジニアおよび
プロダクトマネージャーとしてミドクラに参画。グーグルではKubernetes、gVisor、AIのプロ
ダクトマネジメントを担当。2016年よりアメリカ西海岸マウンテンビュー本社勤務。

保田 隆明 | Takaaki HODA 慶應義塾大学 総合政策学部 教授
早稲田大学卒業後、外資金融機関に勤務、その後、起業、大学での研究、教育のほか、テレビ、ラ
ジオなどメディアを通じたビジネス・金融の柔らか解説、執筆業も行う。社外取締役就任歴延べ
20社以上。専門分野は、コーポレートファイナンス、ESG/SDGsを通じた事業変革、ベンチャー
ビジネス、クラウドファンディング、ふるさと納税など。2019年～2021年まで米国シリコンバ
レー滞在。神戸大学など複数の大学で教鞭をとり、2022年より現職。

吉成 雄一郎 | Yuichiro YOSHINARI 三菱商事AIインテリジェンス・ハブ室長
兼 デジタル事業部部長, 大学院大学至善館 特任教授
1996年三菱商事入社、人工衛星ビジネスに従事。社内ベンチャーのジクー・データシステムズ
（株）を立案、設立。2009年より資源（原料炭）事業、銅鉱山事業などを担当。2016年シリコン
バレー支店に赴任、2024年帰任。スタートアップ投資や新規事業を主導。本業の傍ら、東京大学
など社内外でデザイン思考のコーチング、早稲田大学大学院などでイノベーションやアントレプレ
ナーシップの講義、パネリスト、ハッカソン審査員なども行っている。

髙田 仁 | Megumi TAKATA 九州大学 QREC センター長 教授
九州大学卒後大手メーカー勤務。九州大学大学院修了後、コンサルタント、技術移転機関（現東大
TLO）の取締役副社長兼COOを経て現職。2003年から2010年まで九州大学知的財産本部技
術移転グループリーダー兼務。2005年から2010年まで総長特別補佐。2009年米国MIT客
員研究員。帰国後QREC設立に参画、2010年より同センター兼務。2015年から2016年まで
ビジネス・スクール専攻長。2018年より総長補佐。2020年から2023年まで副理事。

山口 泰久 | Yasuhisa YAMAGUCHI インターユニバーシティ・ベンチャーズ
代表取締役, GM
九州大学卒業後、日本開発銀行に入行。2006年社内ベンチャーの知財開発投資(株)を設立、取
締役マネジングディレクターなどを歴任。2017年(株)FFGベンチャービジネスパートナーズに
移籍し、2018年取締役副社長に就任。2019年「九州オープンイノベーションファンド」を設立、
投資委員を兼任。2019年長崎大学にFFGアントレプレナーシップセンターを企画・開設。2022
年九州・沖縄の大学連携プラットフォーム「PARKS」を設立。2025年より現職。

藤田 正典 | Masanori FUJITA 立命館アジア太平洋大学 国際経営学部 教授
京都大学卒業後、総合商社勤務。繊維資材貿易、技術特許取引などを担当した後、ネットワンシス
テムズ（株）などの複数のIT系ベンチャー企業の企画・立ち上げ、金属資源開発、全社ITガバナン
スや内部監査などに携わる。経営学・情報システム・技術経営の修士および工学の博士学位を取
得し、東京大学や政策研究大学院大学の研究員やURAなどを兼務。 2023年より現職。 人工知
能・ライフサイエンス系研究団体や半導体業界団体の理事や委員などを務める。
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